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【手続補正書】
【提出日】平成24年3月27日(2012.3.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スピーカユニットとバスレフポートとが設置された位相反転型エンクロージャからなる
スピーカ装置であって、
　前記バスレフポートは、開口部から該バスレフポートの内部に向かう軸方向に沿って中
空断面積が徐々に小さくなる管状体を有し、当該管状体は、中空断面の一方向の長さが前
記軸方向に沿って変化しない一定寸法からなり、
　前記バスレフポートのエンクロージャ内部側の開口部は、該バスレフポートを挟んで前
記スピーカユニットと反対側に設けられ、
　前記スピーカユニットの中心位置と前記エンクロージャ外部側の開口部の中心位置との
距離は、前記スピーカユニットの直径以下であることを特徴とするスピーカ装置。
【請求項２】
　前記バスレフポートは、前記軸方向が前記スピーカユニットの音波放出方向と直交して
設置され、
　前記バスレフポートのエンクロージャ外部側の開口部は、前記スピーカユニットの音波
放出方向と同一の方向に設けられていることを特徴とする請求項１に記載のスピーカ装置
。
【請求項３】
　前記エンクロージャ外部側の開口部の音波放出方向に、開口率５０％以下の保護構造物
を設けたことを特徴とする請求項１または請求項２に記載のスピーカ装置。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれかに記載のスピーカ装置と、
　前記スピーカ装置に音声信号を供給する信号処理装置と、
　を備え、
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　前記信号処理装置は、仮想音源位置から聴取者に至る伝達関数を前記音声信号に付与す
ることを特徴とする音源シミュレーションシステム。
【請求項５】
　請求項１～３のいずれかに記載のスピーカ装置と、
　音声信号を取得するマイクと、
　前記スピーカ装置から前記マイクに至る伝達関数を模擬し、前記スピーカに供給する音
声信号をフィルタ処理することにより擬似エコー成分を生成し、生成した擬似エコー成分
を前記マイクで取得した音声信号から除去するエコーキャンセラと、
　を備えたエコーキャンセルシステム。
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